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けて検討すると、各群間で腫瘍縮小率および手術遂行率に有意差を認めなかったが、HPV33型、HPV16型はその
他の型（18型、31型、35型、58型）と比較して有意に予後良好であった。以上のことから進行子宮頚癌の治療
に際してHPV型を検索することで、BOAI法による主治療前化学療法の効果を予測できる可能性が示唆された。 
 本研究は、進行子宮頚癌に対する主治療前化学療法の効果とHPV感染型との関連を示した先駆的研究であり、
子宮頚癌の病態の解明や治療法開発の基盤となる可能性を有する。従って、著者は博士（医学）の称号を授与
されるに値するものと判断した。 
 
